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課 題
プ ナ ン の 沈 香 採 集 と N T F P
金 沢 謙 太 郎 ( 神 戸 女 学 院 大 )
一 般 に 木 材 は メ ジ ャ ー な 林 産 物 、 そ れ 以 外 は マ イ ナ ー な 林 産 物 と 区 分 さ れ る 。 し
か し 、 100-50 年 前 の 交 易 財 と し て は 非 木 材 林 産 物 ( N o n - T i m b e r Forest Products; 
N T F P ) の ほ う が 木 材 よ り も は る か に 重 要 で あ っ た 。 当 時 の サ ラ ワ ク の 輸 出 総 額
に お い て 、 木 材 の 占 め る 割 合 が 3 % 未 満 で あ っ た の に 対 し 、 N T F P は 2 0 % 前 後 で
あ っ た 。 森 林 の 消 失 ・ 劣 化 が 農 業 フ ラ ン テ ー シ ョ ン 開 発 と 相 ま っ て 加 速 し て い る
現 在 、 こ こ で 改 め て 森 林 を 伐 り 出 さ な い N T F P と い う 森 林 利 用 オ プ シ ョ ン の 生 産
性 や 持 続 性 に 注 目 し た い 。 今 年 度 は ま ず そ の 中 か ら 東 南 ア ジ ア 特 有 の 林 産 物 で 長
年 交 易 の 対 象 と な っ て き た 沈 香 を と り 上 げ 、 そ の 採 集 の 方 法 や 管 理 に つ い て 参 与
観 察 を 行 な っ た 。 ま た 、 補 足 的 に 沈 香 の 流 通 や 消 費 の 過 程 を 探 っ た 。
調 査 経 過
( 消 費 ) i香 港 ( ヒ ョ ン ゴ ン ) J と い う 名 は 香 木 の 港 に 由 来 す る と い わ れ て い る 。
香 港 の 上 環 地 区 や 上 海 街 で は 香 木 や 線 香 の 底 が 軒 を 連 ね て い る 。 沈 香 片 の 小 売 価
格 は 庖 に よ り あ る い は 等 級 に よ り 異 な る が 、 概 ね 1 g  2"-'12 円 で あ る 。 原 産 地
は ヴ ェ ト ナ ム あ る い は ボ ル ネ オ と 表 示 さ れ て い る も の が あ っ た 。 中 東 に も 香 木 を
扱 う 庖 は 多 い 。 ド バ イ の あ る 香 木 ・ 香 水 屋 で は 沈 香 片 は 1 9 l " - ' 3 円 程 度 で 販 売
さ れ 、 原 産 地 表 示 は な か っ た 。 仏 教 圏 や イ ス ラ ム 教 圏 で は 、 香 を 焚 い て 清 め る と
い う 宗 教 儀 礼 の 小 道 具 と し て 沈 香 が 長 年 利 用 さ れ て き た が 、 生 産 地 の 情 報 に つ い
て は ほ と ん ど 伝 わ っ て い な い 。
( 流 通 ) サ ラ ワ ク 産 沈 香 の 輸 出 先 に つ い て は 、 森 林 局 の 年 次 報 告 書 で は 、 か つ
て は シ ン ガ ポ ー ル 、 現 在 で は イ ン ド ネ シ ア と な っ て い る 。 た だ し 、 す べ て が 正 規
の 手 続 き を 経 て 輸 出 さ れ て い る か ど う か は 不 明 で あ る 。 パ ラ ム 河 ( B a r a m ) 流 域
に お い て 、 沈 香 の 仲 買 人 と お ぼ し き 人 物 は 上 流 域 の ロ ン グ ・ サ ン 村 ( L o n g San) 
や 中 流 域 の ロ ン グ ・ ブ デ ィ ア ン 村 ( L o n g Bedian) を ベ ー ス に 動 い て い る 。 彼 ら
と 接 触 す る こ と で 、 沈 香 取 引 の 特 殊 な ル ー ト が 明 ら か に な る か も し れ な い 。
( 生 産 〉 今 夏 、 沈 香 採 集 に 同 行 さ せ て い た だ い た の は パ ・ ラ イ 村 ( B a Lai) の
プ ナ ン 人 (Penan) で あ る 。 同 村 は 、 商 業 伐 採 の 入 っ て い な い パ ラ ム 上 流 域 に 位
置 す る 。 同 村 周 辺 に は 徒 歩 片 道 3 " - ' 5 時 間 圏 内 に 数 ヶ 所 の 沈 香 木 群 が 点 在 す る 。
群 と い っ て も 立 木 密 度 は 低 く 、 1 本 ず つ か な り 離 れ て い る 場 合 が 多 い 。 ち な み に 、
商 業 伐 採 後 の 森 林 で は 沈 香 採 集 に 数 週 間 を 要 す る と い う 。 い ず れ に し ろ 沈 香 採 る
た め に は 森 の 中 を 長 時 間 歩 か ね ば な ら な い 。 こ の 村 で 採 れ る の は ジ ン チ ョ ウ ゲ 科
ジ ン コ ウ 属 (Aquilaria) の microcarp と beccariana van Tiegh の 2 種 で あ る 。 プ ナ
ン は 落 葉 や 樹 皮 で 沈 香 木 を 識 別 す る 。 沈 香 は 樹 木 が 何 ら か の 損 傷 を 受 け 樹 脂 が 集
積 し た 部 分 だ け に 香 り を 含 む 。 フ ナ ン は そ の 集 積 部 だ け を 斧 や ナ イ フ で 削 り と る 。
ま れ に 樹 木 上 部 に 樹 脂 が つ い て い る 場 合 に 切 り 倒 す こ と も あ る 。 樹 脂 が 再 び 沈 着
す る ま で に は 数 ヶ 月 ~ 数 年 か か る 。
次 年 度 は 、 同 村 住 民 の 協 力 の も と 、 沈 香 木 の 生 産 性 に か ん す る 定 量 的 デ ー タ を 収
集 予 定 。
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